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１．本時の展開で、生徒が証明の方針を立てら
れる工夫点・改善点とは？ 

２．単元計画で、生徒が証明を振り返って評価・
改善する場面をどこで設定できるか？ 
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黒潮町立大方中学校で行
われた、教材研究会での
授業づくりの様子を紹介
します。 

教科目標の柱書「数学的な見方・考え方を働かせ、数学
的活動を通して、数学的に考える資質・能力を育成する。」
に基づき、本校の課題の解決を目指した単元づくりを行
いました！ 

 
 

 
本単元計画の中に前単

元とのつながりが示され

ています。本時で扱う前

提条件を変更しながら統

合的・発展的に考察して

いく過程を、前単元でも

扱うことを計画している

ことが大切です。 

また、「数と式」

の単元でも同じよう

に考察する場面を設

定できます。 

 このように、資質・能力の視点で単元のつながりを

捉え直し、意図的・計画的に資質・能力を育成する場

面を設定するなどして、単元を創ることが大切です。 

資質・能力の“つながり”を 
意識した単元づくり 

 
 
 

本時における証明の方針を立てる場面で指導者が、 
「どの三角形に着目したのか？」と問うようになっ 
ています。その際「どうしてその三角形に着目した 
のか？」を生徒に表現させることが大切です。辺や 
角が等しいことを示すために、その辺や角を含む三 
角形に着目しているという論理的思考が働いていることを生徒に自覚させるた
めです。また、統合的・発展的に考察していく過程で証明の方針を立てる際に
は、そもそも前の証明が方針になっている可能性もあると思います。 

それらのことを踏まえて、生徒が立てる方針には差が生じることを想定し、そ
れぞれの証明の方針を説明し伝え合う活動を設定することで、証明の方針の立
て方を評価し、よりよく改善しようとする態度を育成することにもつなげていき
ましょう。 

＜全国調査から見えた課題＞ 
証明の方針を立てたり、証明したことを振り返って、
よりよい表現にしたりする力が十分ではない。 

評価・改善するために「証明を読む」場面を
単元の中に位置付ける。 

まず自分なりに証明を書いたあと、他の証明と
比較する活動を位置付ける。 

方針が立った姿を具体的に明らかにする。 

方針を立てる活動と、証明を書く活動は
分けて設定する。 

方針を立てる場面では、教員と得意な生徒とのやり
とりだけで終わってしまいがち。 
生徒同士で、図形を指さしながら説明し合うような
活動を設定する。 

グ
ル
ー
プ
協
議
に
お
け
る
参
加
者
の
意
見 

“証明の方針を立てる”活動の充実 

めざす姿から 
協議の視点を設定！ 
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【本時の目標】 
前時に証明した事柄に基づいて、前提条件の一部を変更しても結論が成り
立つかを考え、その過程や結果を考察し、表現することができる。 
 
【本時における主な数学的な見方・考え方】 
数学的な推論の結果や過程に着目し、前時の証明と前提条件の一部を変更
した図形を関連付けて考えている。 

見方・考え方を鍛える“問うべき問い”  

授業づくりでは、身に付ける
資質・能力を見定めて、見方を磨
き、考え方を鍛える問いを見極
めることが必要とされていま
す。つまり、学びのゴールの姿か
ら「問うべき問い」を位置付ける
ことが大切です。 

今回はある事柄を証明した後、前提条件を変更しながら考察す
る過程で『類推』できる姿を目指していました。ある事柄を証明
した後、条件が変わっても「先ほどと同じ結論になるかな？」「先
ほどと同じように考えることができるかな？」と、証明を読みな
がら考え進めている姿です。その姿に向かうために、本時では、
例えば「前回の証明を使って説明できるだろうか？」といった目
指す姿に向かう「問うべき問い」を設定することが考えられます。 

目指す生徒の姿（ゴール）や働かせたい見方・考え方、それら
とつながる評価規準、またこれまでの学びの系統性などの関係性
を整理し、どのように「問う」と見方・考え方を働かせながら目
指す生徒の姿に近づくのかを吟味し、「問うべき問い」を見つける
ようにしましょう。 

 森原教諭は、単元を通して証明の方針を立て表現させる活
動を充実させてきました。その結果、本時では「どの三角形
に着目したのか」「結論を含む三角形は２組あるが、どちらの
組が証明しやすいか」など、対話を通してよりよい考えに高
めようとしたり、どうしてその三角形に着目したのかを根拠
をもとに説明したりする姿が見られました。 

このように本時での生徒の姿をもとに、単元末の生徒の姿
に向けてどの程度の姿まで成長しているのかを見取り評価
し、今後の授業改善に生かすことが大切です。そのためには、
生徒が表現し伝え合う活動を設定し、生徒の資質・能力を表
出させることが大切です。 

授業を通して評価し指導改善していけるよ
う、そのような場面を指導者が意図的・計画的
に設定していきましょう。 

どんな子どもの姿を考えているのかということを明確にした上で、１時間の中でどこまでできる
ようになるのかということまでもっておくと、評価や見取りがしやすいと感じた。 

指導と評価の一体化という言葉だけではイメージしづらいところがあったが、授業の中で具体的な
例示をしていただけることで、自分の授業を振り返って考えることができた。 

証明の方針の立て方を問う！ 

単元を通して証明の方針を立てる活動を充実させ、本時に
臨んでいます。本時では、前時に証明した図形から条件変
更した図形を証明する活動を設定しています。前時と本時
で扱う図形とそれらの証明を関連付けて、考察し表現する
活動を通して、証明の方針の立て方が成長していく姿を期
待しています。 ＜授業者 森原 茂樹 教諭＞ 

どの三角形に着目したのか？ 

それはどうしてか？ 

研究協議の際、自分が知らない知識や自分にはない考え方を他の先生方から聞かせてもらいま
す。その意見や考え方も取り入れながら授業づくり、授業改善を行っていきたいと思います。 

“指導と評価の一体化”  

参加者の 

 証明を振り返って、 
共通点や相違点を見いだす 

新たな 
証明の方針の 
立て方へ！ 

私は、こちらの三角形に 
着目しました。理由は･･･ 


